
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊
田
原
水
協 

理
事
長 

本
村
映
一 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

毎
年
８
月
に
広
島
と
長
崎
で
開

か
れ
る
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
（
今

年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
）
を
め

ざ
し
て
、
「
な
く
そ
う
核
兵
器
」
と

全
国
か
ら
広
島
ま
で
市
民
が
歩
き

訴
え
る
平
和
行
進
。 

豊
田
市
内
で
は
毎
年
、
夜
に
平
和

行
進
が
あ
る
の
で
す
が
、
今
年
６
月

２
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
午

後
３
時
に
豊
田
市
駅
前
で
集
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

日
本
共
産
党
豊
田
市
議
団
と
し

て
３
月
２
６
日
、
学
校
給
食
費
の
無

料
化
を
豊
田
市
に
求
め
る
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。 

原
水
爆
禁
止
愛
知
県
協
議
会
や

豊
田
地
域
原
水
爆
禁
止
協
議
会
、
み

よ
し
９
条
の
会
、
新
日
本
婦
人
の

会
、
年
金
者
組
合
、
平
和
委
員
会
、

根
本
み
は
る
市
会
議
員
ら
が
核
兵

器
廃
絶
へ
の
思
い
を
表
明
。 

 

み
よ
し
市
の
小
野
田
賢
治
市
長

か
ら
も
、
核
廃
絶
へ
の
賛
同
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
み
よ
し
市
の
中

学
生
平
和
学
習
事
業
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。 

 

私
も
参
加
し
、
核
兵
器
や
軍
事
費

よ
り
医
療
や
教
育
を
優
先
に
、
と
の

思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

（
本
多
の
ぶ
ひ
ろ
） 

 

５
月
２
９
日
、
あ
い
ち
平
和
行
進

共
同
連
絡
会
（
沢
田
昭
二
代
表
）
と

豊
田
地
域
原
水
爆
禁
止
協
議
会
（
豊

田
原
水
協
）
の
申
し
入
れ
に
も
と
づ

く
豊
田
市
と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
写
真
左
） 

 

市
長
と
市
議
会
議
長
へ
の
申
し

入
れ
に
対
し
て
、
豊
田
市
か
ら
は
秘

書
課
、
議
会
事
務
局
、
学
校
教
育
課
、

未
来
都
市
推
進
課
の
各
職
員
が
応

対
。
原
水
協
か
ら
は
、
本
村
理
事
長
、

柏
木
義
孝
事
務
局
長
、
根
本
み
は
る

日
本
共
産
党
市
議
、
大
村
よ
し
の
り 

愛
知
県
原
水
協
代
表 

理
事
（
前
豊
田
市
議
） 

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

事
前
に
提
出
さ
れ 

た
申
し
入
れ
項
目
に 

沿
っ
て
、
市
側
か
ら
項 

目
ご
と
に
回
答
が
述 

べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

・
被
爆
体
験
を
語
り
つ 

ぐ
草
の
根
の
運
動
、 

「
平
和
行
進
」
は
意
義 

深
い
。
当
市
で
は
毎 

年
、
被
爆
者
パ
ネ
ル 

展
、
平
和
市
長
会
議
ポ 

ス
タ
ー
展
示
、
８
月
６
日
・
９
日
・

１
５
日
に
は
庁
内
放
送
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
黙
と
う
な
ど
を
呼
び
か

け
て
い
る
。 

・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
に
関
し
て
は
、

市
民
の
機
運
を
よ
く
見
て
考
え
た

い
。
市
議
会
と
し
て
は
意
見
書
な
り

が
可
決
さ
れ
れ
ば
対
応
を
考
え
る
。 

・
学
校
教
育
で
は
平
和
な
社
会
、
生

命
の
大
切
さ
を
重
視
し
て
い
る
。
今

年
度
の
修
学
旅
行
で
の
東
京
お
よ

び
第
五
福
竜
丸
見
学
は
コ
ロ
ナ
禍

の
関
係
で
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
。 

・
放
射
性
被
害
を
無
く
す
立
場
か
ら

も
当
市
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
重
視
し
３
０
％
へ
の
引
き
上
げ

を
め
ざ
し
て
い
る
。 

 

な
ど
の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
、
従
来
の
平
和
行
進
・
世
界
大
会

は
中
止
と
な
り
、
「
リ
モ
ー
ト
行
進

と
大
会
」
と
な
り
ま
し
た
。 

 

私
は
こ
う
し
た
貴
重
な
意
見
交

換
の
場
に
市
長
、
市
議
会
議
長
ら
が

直
接
参
加
さ
れ
れ
ば
、
も
っ
と
前
向

き
の
懇
談
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
痛

感
し
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

豊
田
革
新
懇
が
呼
び
か
け
て
毎

月
３
日
に
お
こ
な
っ
て
い
た
「
ア

ベ
政
治
許
さ
な
い
行
動
」。
新
型
コ

ロ
ナ
で
自
粛
し
て
い
ま
し
た
が
、

６
月
３
日
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に
再
開

し
、
市
駅
デ
ッ
キ
に
集
ま
っ
た

人
々
が
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
緊
急
署
名
を

持
ち
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
訴

え
ま
し
た
。 

安
倍
政
権
が
強
行
し
よ
う
と
し

た
検
察
庁
法
案
は
断
念
に
追
い
込

ま
れ
ま
し
た
。「
国
民
の
怒
り
が
集

ま
り
、
世
論
が
止
め
た
」「
ツ
イ
ッ

タ
ー
・
デ
モ
は
新
し
い
活
動
様
式

だ
」
と
の
訴
え
が
響
き
ま
し
た
。 

次
回
は
、
７
月
３
日
（
金
）
午

後
１
時
か
ら
行
い
ま
す
。 

今
回
は
、
来
年
度
に
変
わ
る
中

学
校
の
教
科
書
が
展
示
さ
れ
ま

す
。
過
去
に
は
、
歴
史
（
育
鵬
社
・

自
由
社
）、
公
民
（
育
鵬
社
）
教
科

書
は
、「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り
へ
、

ゆ
が
ん
だ
歴
史
認
識
が
持
ち
こ
ま

れ
、
全
国
で
多
く
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
日
本
国
憲
法
が
う

た
う
基
本
的
人
権
で
は
、
現
行
教

科
書
に
あ
っ
た
「
憲
法
に
保
障
さ

れ
た
権
利
と
自
由
が
次
の
世
代
に

も
受
け
継
が
れ
る
よ
う
に
努
力
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
の
文
言

を
削
除
す
る
な
ど
、
現
行
憲
法
を

敵
視
し
た
内
容
が
あ
り
問
題
と
な

り
ま
し
た
。
展
示
会
は
住
民
が
意

見
を
出
せ
る
重
要
な
機
会
で
す
。

教
科
書
候
補
の
内
容
に
お
か
し
い

と
思
う
点
が
な
い
か
、
展
示
会
に

行
っ
て
意
見
を
出
し
ま
し
ょ
う
。 

【
展
示
会
場
】 

○
豊
田
市
中
央
図
書
館 

（
午
前
１
０
時
～
午
後
８
時
） 

○
足
助
交
流
館 

（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
） 

い
ず
れ
も
最
終
日
は
午
後
４
時

ま
で 

○
み
よ
し
サ
ン
ラ
イ
ブ
図
書
館 

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
７
時
） 

 

  

 

 

 

 

 ３月１１日の行動で。本多事務局長と根本市議 

６月３日の行動 再開しました 


